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N研 究 のまとめ と今後 の課題 24

研 究 の あ ら ま し

研 究 主 題 を 「音 と人 との か か わ りの 中 で、 互 い を認 め高 め あ いな が ら、 豊 か な

人 間性 を は ぐ くむ指 導 の工 夫 」 と設 定 し、 研 究 を 進 め て きた。音 楽 活動 を通 して、

どの よ うに した ら生 徒 が主 体 的 に学 び、 豊 か な 人 間性 を は ぐ くん で い け るの か と

い う こ とを テ ー マ に研 究 協 議 を行 った。

仮 説 を検 証 す るた め の検 証 授 業 に お い て、 歌 唱 で は、 生 徒 の 豊 か な 発想 か ら合

唱 曲 が生 き生 き と生 ま れ変 わ り、 器 楽 で は、 互 い に教 え あ い な が ら人 との か か わ

りを深 あ て い た。 ま た、 創 作 や鑑 賞 の授 業 で は 、 そ れ ぞ れ が 和 音 の響 きを 感 じ取

る こ とで音 楽 の諸 要 素 の理 解 に努 め て い た。

授 業 研 究 を重 ね る こ とに よ り、 様 々 な活 動 を 通 して人 間 関 係 が 深 め られ 、 素 直

な感 動 や生 き生 き と した表 情 が 見 られ るよ うに な った。
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研 究 主 題

音 と人 とのかかわ りの中で、互いを認め高めあいなが ら、豊かな人間性をはぐくむ指導のエ夫

1主 題設定の理由

これ か らの音 楽 科 教 育 で は、 生 徒 に美 しい もの に対 して 素 直 に感動 す る心 を もた せ、 互 い を

尊 重 し共 感 しっ っ、 主 体 性 を身 に つ け させ る ことが 必 要 で あ る。

本 研 究 員 は、 音 楽 の学 習 を通 して、 「音 と音」 「音 と人 」 「人 と人 」 と の 関 係 を 見 っ め 直 し、

深 め る こ とに よ り、 互 い を認 め高 め あ う音 楽 学 習 を 実 践 す る こ とが で き る と考 え た 。 そ こで 、

研 究 主 題 を 「音 と人 とのか か わ りの中 で 、 互 いを 認 め 高 め あ いな が ら、 豊 か な人 間 性 を は ぐ く

む指 導 の工 夫 」 と設 定 して 、 音 楽 の学 習 活 動 を、 生 徒 が 人 と して生 きて い く力 を培 う場 の一 っ

と して と らえ、 指 導 の工 夫 を図 る た め研 究 を 進 め る こ とに した。

そ して研 究 主 題 の仮 説 を、 「音 楽 の諸 要 素 を理 解 し、 基 礎 的 な表 現 の た め の 技 能 や鑑 賞 の 能

力 を身 にっ けれ ば 、 音 と人 との か か わ りを 感 じ取 る力 が深 ま るで あ ろ う。 ま た、 互 い を認 あ高

め あ う音 楽 活 動 の 場 を増 や せ ば 、 生 き生 き と主 体 的 に音 楽 に か か わ る態 度 を身 にっ け る こ とが

で き るで あ ろ う。 こ う した音 楽 学 習 そ の もの が心 の教 育 と して の役 割 を担 って お り、 美 しい も

の を 素 直 に感 動 す る心 や 、他 を 思 いや り協 調 す る心 、 即 ち、 豊 か な人 間 性 を は ぐ くむ こ とが で

き るだ ろ う。」 と し、 この仮 説 を検 証 す る た め指 導 の工 夫 や 改 善 に取 り組 ん だ。

感

豊 かな人間性

き る お

<互 い を認め めあ う音楽 学習 〉

感

ヤ 爵F・凹
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皿 研究の構想図

音 楽科 の 目標

表現及 び鑑賞 の活動 を遍 して、

音楽性 を伸 ばす とと もに、音楽

を愛好 する心 情 と音楽 に対 する

感 性 を育 て、豊か な情操 を養 う

究 主 題

音 と入 とのか かわ りの中 で、互

いを認 め高め あ いなが ら、豊 か

な入 聞 性をは ぐくむ指導 の工 夫

目 指 す 一生 徒 像

*美 しいもの に対 して素 直仁感動 し.思 い や りや欝講 住の ある心豊 か な生 徒

嚢互 いの良 さを謬の あい、高 めあ お うとす る生鑓

t音 楽の 藷妻素 を理解 し。 明礁な イメー ジ を右 って主体 的 に音楽 にか かわ ろ

うとする生毬

検
証
授
業

1〈 歌 唱 〉 合 唱曲 の特色 をつか み、表現 の工夫 を しよ う

2〈 器 楽 ・創 作 〉箏 の魅力 を感 じよう

3〈 創 作 ・鑑 賞 〉和 音の響 き とつなが りにつ いて考 え よ う

4〈 歌 唱 〉 合唱 の素晴 ら しさを探 り、感 動 を伝 えよ う

意と人と

の纏 籾

旛 樋場

面t

音業の諮

要勲醗

導の薮

藻輔な

襯磯 を

め傭動

一擬 勘

納 互睦 認

鵬 う雰囲気

づくり

理 論 研 究
◆音と人 とのかかわ りについて

◆音楽の諸要素の理解 と基礎的な表現のため
の技能の必要性

◆音楽活動を通 じて認めあう場面 とは何か
◆心の教育 としての音楽科の役割
・自立 と自律 ・素直に感動する心 ・思い

や りの心や協調する心 ・豊かな人間性

調 査 研 究

1アンケー ト調査によ り生徒の実態 を探る」

◆音や音楽活動 とのかかわ りを探る

◆音楽活動 を通 して、人 とのかかわ りを探る

◆音楽活動を通 して、得 られたことを探る

研 究 仮 説

音楽学習fの ものが心の教育 としての役割 を担 っており、こうした音楽学習

を体験すれば、美 しいものを素直に感動する心や、他を思いやり協調する心、

tし て、豊かな人間性をは ぐくむことができるだろう。

「 〈仮 説1>「

音楽 の諸要 素 を理解 し、基 礎的

な表現 の ための技能 を身 につけれ

ば、音 と人 とのか かわ りを感 じ取

る力 が深 まるで あろ う。

「 〈仮説2>「

互 いを認 め高 め あ う音楽 活動の

場 を増 やせば、 生 き生 きと主体的

に音楽 にか かわ る態 度 を身 につ け

るこ とがで きるで あ ろう。
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皿 研究の内容

1理 論 研 究

(1)音 と人 と のか か わ りにつ いて

我 々 は風 の音 の よ うな 自然音 、 車 の騒音 な どの人工 的 な音、 楽 器 の音 な どの楽 音、 人 の 声

な ど様 々 な音 環境 の中 で生活 して い る。 「意 識 す る」 「意 識 しない」 と い う感 じ方 の違 い はあ

るが、 感 覚 的 に受 け止 め られ た音 は、 刺 激 と して何 らか の影 響 を及 ぼ して い る はず で あ る。

音 楽 活 動 にお け る音 と人 との か か わ りを考 え た時 、 最 初 は、 音 を感 覚 的 に と らえ 、 次 に

美 しい と感 じる感性 が 働 き、 音 を感 じ取 る こ とが で きる。 ま た美 しい と い う感 じ方 だ けで

は な く、 音 に よ って もた ら され る、 「や す らぎ」 「緊 張 感 」 「不 快 感 」 な どの 心 の 動 きを 自

覚 す る こ と も大切 で あ る。 「音 に よ って心 が動 か され た」 とい う、 感 情 へ の 働 きか け に気

づ くこ とが、 音 との か か わ りの第 一 歩 に な る ので は な いだ ろ うか。

音 楽活 動 を通 して、 音 の もっ特 質 を理 解 す る た め に は、 「感 じ取 る、 受 け止 め る 」 と い

う一 方 的 な か か わ り方 だ け で は な く、 音 と相 互 にや りと りを す る こ とが必 要 で あ る。

音 を発 しよ う とイ メ ー ジをふ く らませ る過 程 は、 音 の イ メー ジ と して蓄 積 され た もの か

ら必 要 な もの を選 び、 声 や物 を使 って 音 を 発 す る と い う段 階 を経 る。 次 に発 せ られ た音 は

新 た な イ メ ー ジ と して 蓄 積 され 、 最 初 に もって い た音 の イ メー ジ と新 た な イ メ ー ジを融 合

す る こ とに な る。 この過 程 の く り返 しが 、音 の 違 い にっ い て の思 考 を深 め、 様 々 な イ メ ー

ジに よ り、 音 を発 す る こ とが で き る よ うにな って い くと考 え る。

そ して 、 体 験 を積 む こ と に よ り、 「この音 は こん な感 じ方 を す る」 「この音 に は心 が こん

な動 き をす る」 と い う意 味 が込 め られ、 目的 を も って音 を発 す る こ とが 可 能 に な り、 豊 か

な表 現 が 生 まれ るの で あ る。 表現 と して用 い られ た音 は、 人 と人 との間 に響 き、新 たな 人

と人 との か か わ りが 生 まれ る。 この よ うな音 に よ る人 と人 と のか か わ りが 、 多 様 な 音 楽 活

動 に発 展 して い くの で あ る。

② 音 楽 の 諸 要 素 の理 解 と基 礎 的 な表 現 の ため の 技 能 の 必 要 性

歌 唱 活動 にお い て言 葉 を音 素 材 と して扱 う場 合 に は、 言 葉 の抑 揚 や 韻 、 リズ ム や 強 弱 、

さ らに これ らを総 合 した言 葉 の もっ ニ ュ ア ンス を理 解 す る こ とが必 要 で あ る。

言 葉 の もっ ニ ュア ンス の イ メ ー ジか ら歌 詞 に旋 律 を っ けた り、 そ の旋 律 を演 奏 した り し

た時 に、 「ふ さわ しい」 「美 しい」 と感 じる。

そ して、 旋 律 のっ い た言 葉 の表 現 が 、 ど う変 化 した の か とい うよ うな音 楽 表 現 の特 徴 を

様 々 な音 楽 の諸 要 素 と のか か わ りか ら感 じ取 る こ と にな る。

ま た、 そ のか か わ り方 か ら音 楽 の 諸要 素 の 理解 を深 め、 イ メー ジを再構 成す るため に は、

歌 唱 や 器 楽 で 表 現 す る技 能 が必 要 で あ る。 イ メ ー ジ した い表 現 に近 づ け る た め に は、 感 じ

取 った こ と に対 して 、 音 楽 の諸 要 素 を働 か せ、 表 現 の た め の基 礎 的 な技 能 を身 にっ け る学

習 を積 み 重 ね て い くこ とが大 切 で あ る。

す な わ ち、 音 楽 表 現 は、 音 楽 の諸 要 素 の働 きに よ って イ メ ー ジをふ く らませ 、 曲 想 を 再

構 成 し、 音 楽 的 な 技能 で表 現 され た時 、 美 しさ や豊 か さ な ど を と もな っ た音 楽 と して 新 た

にっ くり出 され るの で あ る。
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(3)音 楽 活 動 を通 じて認 め あ う場 面 とは何 か 一

音 楽 活 動 にお い て 「互 いを認 め あ う場 面 」 は、 互 い の音 を聴 きあ い、 音 と音 を通 じて か

か わ りを もっ と こ ろか ら始 ま る。 例 え ば 、一 人 の 生徒 が リコー ダ ーでCの 音 を 出 し、 も う

一 人 の生 徒 がEの 音 を 出 す とす る
。 この よ うな 時 に は、互 いの 音 を聴 きあ い 、 音 色 や正 し

い音程 を あ わ せ よ う とす る こ とで 、 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンが 図 られ 、 互 いを認 め る心 が 生 ま

れ るの で あ る。

さ らに、 音 階 の い くっ か の異 な った 音 を同 時 に出 す ことで ハ ー モ ニ ー とな るが 、 ハ ー モ

ニ ーの 美 しさだ けで は な く、 互 い にハ ー モ ニ ーを 作 っ た楽 しさや 喜 び も共 有 す る ことが で

き る。 そ して 、 個 と個 のか か わ りが 、 グ ル ー プや ク ラ ス と い う大 き な単 位 に な る と、 楽 し

さ に あふ れ 、 音 楽 の ス ケ ー ル の大 き さ を感 じ取 る ことが で きる。

「互 い を認 め あ う場 面 」 は、 音 楽 学 習 の ど の領 域 に お い て も設 定 され る必 要 が あ る。 な

ぜ な らば、 心 を開 いて 音 楽 を表 現 す る た め に は、 自分 の存 在 を温 か く受 け入 れ て くれ る人

間 関 係 をっ く る こ とに よ り、 安 心 感 や 満 足 感 、 自信 や勇 気 を は ぐ くむ こ とが 大 切 で あ る。

音 楽 活 動 を通 して、 一 人 一 人 が感 性 を豊 か に し、 思 い や願 い の実 現 に 向 け て 聴 き あ い、

感 じあ う こ とに よ り、 思 い や りや協 調 す る心 、 よ りよ い もの をっ く りあ げ よ う とす る心 、

美 しい もの を美 しい と感 じ る心 、 主 体 的 に音 楽 に か か わ って い こ う とす る態 度 が培 わ れ る

の で は な い だ ろ うか。 そ して、 人 間関 係 の深 ま りは、 感 動 を もた ら し、 心 の豊 か さへ とっ

な が って い くの で あ る。

(4)心 の教 育 と して の音 楽 科 の役 割

① 自立 と 自律 に つ い て

音 楽 科 に お け る 自立 と は、音 楽 の 基 礎 ・基 本 を 身 にっ け、 自 ら進 ん で音 楽 活 動 に取 り

組 ん で い くこ とで あ り、 自律 と は、 音 楽 活動 か ら得 た もの を 多 くの場面 で生 か し、 互 い

の か か わ りを 大切 に しな が ら、 自 らを 磨 く態度 を 養 う こ とで あ る。

② 美 しい もの に対 して 素 直 に感 動 す る心

感動 す る心 を は ぐ くむ た め に は、 美 しい もの を 美 しい と感 じる心 や 音 楽 に対 す る感 性

を 豊 か に して い く体 験 を 積 み 重 ね て い く必 要 が あ る。 そ して 、 音 楽 学 習 へ の 興 味 や 関 心

を もち、 主 体 的 に音 楽 活 動 に取 り組 み 、 他 者 と協 力 して い く中 で 、 自分 の感 情 を素 直 に

表 現 で き る よ うに して い く ことが 大 切 で あ る。

③ 思 いや りの心 や 協 調 す る心

他 者 との か か わ りの中 で 、 自分 自身 と他 者 を正 し く理 解 し、 寛 容 の気 持 ち を もち なが

ら共 生 して い く ことで あ る。 例 え ば、 音 楽 科 の授 業 に お い て は、 自 らの音 を響 か せ なが

ら、 他 の音 の存 在 に も気 づ き、 バ ラ ンス を と りなが ら他 と一 体 に な り、 響 きをふ く らま

せ ハ ー モ ニ ー を形 成 して い く こ とで あ る。

④ 豊 か な人 間 性

音 楽 の諸 要 素 の理 解 を深 め、 互 い を認 め高 め あ う音 楽 活 動 の場 を 増 や す こ と に よ り、

主 体 的 に音 楽 に か か わ ろ う とす る態 度 が身 に っ く。 この よ うな音 楽 科 の授 業 を 通 して 、

他 に共 感 し、 美 しい もの を美 しい と素 直 に感 動 す る心 や互 い を正 しく理 解 し協 調 す る心

な ど、 豊 か な人 間性 を は ぐ くむ こ とが で き る。
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2調 査 研 究

音 や 音 楽 、 音 楽活 動 に つ い て、 東 京 都 内 の公 立 中学 校11校 に対 して 、11項 目 の ア ン ケ ー ト

を 実 施 した。 以下 に示 した7項 目は、 そ の回 答 と考 察 で あ る。

『対 象 人 数 』11校1,612人(1年450人2年526人3年636人)

『実 施 時期 」 平 成!1年7月

(1)あ な た は、 「音」 と聞 いて どん な イ メ ー ジを も ち ま す か。(ど ん な 音 を 想 像 します か。)

「回 答 の具 体 例 』

*自 然 音

・風 の 音 ・水 が流 れ る音 ・木 の葉 が ざ わ め

く音 ・動物 の鳴 き声 ・物 が燃 え てい る音 ・

・・学年
、…………、…iiiii:1落 ち 葉 を 踏 む 音

*抽象的なイメージ
020406080100

・美 しい ・大 切 な もの安 ら ぎ ・柔 らか な気
■ 自然音 父楽音(歌噛含む)囮 袖象的なイメーソ
2=生活音(人為的 ・人工音)人 の声 ことば その他

持 ち に な る ・な くて は な らな い もの

【考 察 】

学 年 が 進 行 す るに つ れ、 音 に対 して、 大 切 な もの ・心 に安 ら ぎを もた らす もの ・喜 怒

哀 楽 と い うよ うな、 抽 象 的 お よ び心 情 的 な発 想 が広 が って くる。 ま た、 人 の声 や 言 葉 を

も音 と して と らえ て い る こ とに着 眼 し、 音 楽 が音 を素 材 とす る以 上 、 こ の こと も内 容 の

理 解 や表 現 の工 夫 に、 充 分 に生 か して い く ことが 大 切 で あ る と考 え る。

② 普段聴 いている好 きな音楽 はどん な音楽ですか。 また、その音楽を聴いてあなた はどん

な気持 ちにな りますか。

クラソ ック

(90覧

その他

OPS〔 歌謡曲)

「ど ん な気 持 ち に な るか の具 体 例 』

*落 ち着 い た り安 らい だ りす る。

*楽 し くな った り う き う きす る。

*そ の他

34%

48%

18%

・そ の 曲 の主 人 公 に な った気 持 ち
。

・人 生 にっ い て考 え る。 ・曲 に共感 で きる。

・心 の中 か ら何 か がわ き上 が って くる感 じ
。

・嫌 な こ とを忘 れ て す っき りす る
。

【考 察 】

生 徒 が普 段 よ く聴 く音 楽 は、 普 段 の生 活 に密 着 しマ ス メ デ ィア の 影 響 に よ る た め か 、

日本 の流 行 歌 が圧 倒 的 に多 い。 一 方 ク ラ シ ック音 楽 な ど は 自 ら求 め な けれ ば 、 なか なか

触 れ る機 会 の少 な い ジ ャ ンル で あ る。 今 後 の課 題 と して 生 徒 の 趣 向 に と らわ れ る こ とな

く様 々 な音 楽 にふ れ る場 面 を増 や し、 よ り音 楽 を 幅 広 く愛 好 す る心 情 を 育 て て い く必 要

性 が あ る と考 え る。

ま た、 自分 の好 み に よ り自発 的 に選択 を した曲 を聴 い て い るた め 、心 の動 き は能 動 的

で あ る。
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(3)音 楽 の 授 業 や 音 楽 活 動 にお いて 、 どん な とき1ご楽 しい と感 じま した か。

『そ の他 の回 答 』

その他
(190覧 》

圃§灘

(16鷺'ヒ

歌 嘱
so.ox)

・クラスがま とまった時。 ・曲 が完 成 した とき。

・今 まで で きな か った こ とが で きた と き。

・練 習 の成 果 が 出 た と き。

・発 表 が 成 功 した と き。

・テ ス トや 検 定 に合 格 した と き。

・一 人 で はで きな い こ とが 、 み ん なで はで き

た と き。

【考 察 】

歌 唱 の領 域 で楽 しい と感 じて い る割 合 が非 常 に高 く、 歌 う こ と、 合 唱 等 で人 と あわ せ

る こ とを 楽 しい と感 じて い る生 徒 が 多 い。 しか しな が ら、 器 楽 、 鑑 賞 等 で 楽 しみ を感 じ

て い る生 徒 もい る こ とか ら、 今 後 も広 い領 域 の音 楽 を取 り扱 う こ と も大 切 で あ る と考 え

る。

また 、"そ の 他"の 項 目 と して は、 行 事 等 を通 して の達 成 感 を楽 しい と感 じて い る生

徒 が 多 い。

(4)音 楽 の 授 業 や 音 楽 活 動 にお いて 、 人 に認 め られ て うれ しか った こ と はあ りま す か。

「「あ る」 につ いて の 具 体 例」

な い

(so.ox)

、o.ox)る

*器 楽、 そ の他

・木 琴 な ど器楽 の発 表 で う ま くい った と き。

・音 楽 に 関 して詳 しそ うだ と言 わ れ た と き。

・自分 の作 った 曲 を ほめ られ た。

*授 業 以 外、 校 外 の 活動

・和 太 鼓 で 元 気 が よ い と いわ れ た。

*歌 唱(合 唱 含 む)

・ 「上 手 くな っ た」 「きれ い な 声」 「大 き な

声 」 「音 程 が よ い」 とい わ れ た。

・自信 が なか った と きに ほ め られ た。

・合 唱 祭 で ソ ロパ ー トを も ら った と きQ

・ 「校 歌 紹 介 団 」 な ど特 別 に選 ばれ た とき。

・指 揮 者 や リー ダー に指 名 さ れ た と き。

・ リ コ ー ダ ー が う ま い と い わ れ た 。

・テ ス トや 通 知 表 で み と め て も ら っ たQ

・ピア ノや 電 子 オ ル ガ ンの 発 表 会 で ほめ られ た。

【考 察 】

認 め られ て うれ しか った体 験 を 「あ る」 と答 え た生 徒 の方 が 少 な い と い う結 果 か ら、

今 後 も授 業 や音 楽 活 動 に お いて 、 生 徒 一 人 一 人 が 、 認 め られ る機 会 を よ り多 く得 られ る

よ うな指 導 が 大 切 で あ る と感 じた。

・コ ンテ ス トな どで 賞 を と った と き。

・部 活 動 で 上 級 生 に ほめ られ た。
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(5>音 楽 の授 業 や音 楽 活 動 にお いて 、 指 揮 者 や パ ー トリー ダ ー の体 験 を した ことが あ ります

か。 ま た ま とめ る と き の大 変 さや 、 体 験 して 良 か った こ と得 られ た こと は何 で す か。

学年 『まとめ るときの大 変 さについての具体例 』

・人に教 えるとき、 みんなが動 いて くれない。 ・静かに話 を聞いて くれな い。

・自分が しっか りしなけれ ばいけな いこと。
・男子 の声が 目立 って、女子 の声 とのバ ランスが うまくとれなかった。

・ア カ ペ ラの 曲で 音 楽 的 な部 分 で 苦 労 した 。

・作 戦(座 席 を考 え る)が 大 変 だ った 。
・コ ミュ ニ ケー シ ョ ンが うま くい かな い。

・全 体 の こ と を考 え る こ と。
・人 前 で 恥 ず か しか っ た 。

・自分 のア ドバイ スや指示 がなか なか伝わ らな い。

・みんな表現 したい ことが統 一で きなか った こと。
・自分ができていないの に、みんなを指導 しな けれ ばな らなか った とき。

学年 『体験 して良か った ことにつ いての具体 例』

・責任 感がでてきた。
・自分の演奏技術 が向上 した。
・自分の意見をもつよ うになった。

・ま とめ る こ との 難 し さ を学 んだ 。
・音 楽 が 好 き にな った 。
・み んな に頼 りに して も らった 。

・協力す る大切 さを学んだ。 ・リー ダー の大変 さがわか った。
・自分の演奏技術 が向上 した。 ・音楽が好 きにな った。

・指揮者のお もしろさがわか った。
・みんなが協力 して くれた。友情 が生まれた。

・指揮者 の役割 が本 当に大切な こと。・音楽 の知 識が増 え、演 奏技 術が向 上 した。
・みんなが協力 して くれ た こと。信頼関係ができた。人 を思いや る心 も生 まれた。
・自分 に自信が もてた。みんなを まとめる力が ついた こと。
・音楽が好 きにな り、積極的 に音楽の ことを考 えるよ うになった。
・色々な人の、 この曲 に対する気持ちがわか った。

【考察】

020aocosoBoa

豊 か な 人 間性 を は ぐ くむ た め に も、 よ り多 くの生 徒 に、 この よ うな体 験 ので きる、様 々

な機 会 を 与 え る こ とは、 非 常 に大 切 で あ る と思 わ れ る。

学 年 が上 が るに っ れ、 「あ る」 と答 え た 生

徒 が 多 くな って い る。 「あ る」 と答 え た 生 徒

が 、 大 変 だ った と感 じた こ とに 関 して は、 人

との か か わ り にっ い て苦 労 した とい う もの が

多 くみ られ た。 しか しな が ら、 そ れ らの体 験

を通 して 得 られ た 人 間 関 係 を 良 か った こ と と

して あ げて い る生 徒 が 多 い。
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(6)音 楽 の授 業 や音 楽 活 動 に お い て どん な こ とで素 晴 ら しい と思 った り、 感 動 を 味 わ った り

した か。

領

域

学

年
どんな ことで

領

域

学

年
どんな ことで

歌

唱

剛⊥

9臼

OU

・みんなの心 が一つにな った こと
。

・みんなの頑 張っている姿 を見 て。
・や り終 えた満足感や充実感

。
・内容 も考 え満足 のい く歌が歌 えた。
・自分 たちの響きを感 じた

。
・みんなで努 力 して曲を仕 上げた。
・自分 たちの合唱 をみつ け られ た

。

器

楽

1

2

3

・み ん な で うま く合 奏 が で き た。
・初 め て の楽 器 を体 験 した と き。
・色 々 な 音 が 重 な りあ った こと

。
・練 習 が 一 つ の音 楽 に な っ た 。
・み ん な の音 と心 が 一 つ にな った

。
・大 勢 の 人 た ち の 前 で 演 奏 で き た

。
・大 き な拍 手 を も らっ た

。

鑑
賞

-↓

9臼

3

・音 のす ごさに感動 した
。

・上手 な演 奏に出会 った
。

・音楽家 ・作 曲家 の偉大 さを感 じた
。

・演奏者 の気持 ちになった
。

・「ゾク ッ」 とす るハーモニーや旋

律 に出会 った。

理

論
●

楽
典

2

3

・音楽 の知識 を知 って、音楽がよ く解

った。
・音楽 の知識 を知 る ことによ り、よ り

素晴 らしい演奏が でき ることがわか

った。

【考 察 】

歌 唱 や 器 楽 に お いて は、 「み ん な ～ 』 と い う場 面(合 唱 、 合 奏 時)が 多 い 。 普 段 の 生

活 の中 で 、 「み ん な ～」 と い う場 面 が 少 な い と思 わ れ る。 学年 が 上 が る に した が って 、

拍 手 を も ら った時 な ど、 聴 衆 との音 楽 的共 感 を得 られ た と きに喜 び や感 動 を 味 わ う経 験

を して い る。 鑑 賞 の領 域 に お い て は、 第1学 年 で は演 奏 に感 動 して い るのが主 で あ った。

上 級 生 に な る に したが って演 奏 者 の立 場 や作 曲家 の こ とを考 え、 音 楽 を多 角 的 に と らえ

て 、 感 動 に結 びっ け られ る よ うに な って く る。

こ うい った体 験 か ら、 第1学 年 で は ま った くい な か った理 論 ・楽 典 領 域 で も、上 級 生

に な る と 自 ら学 ぶ 必 要 性 を感 じ、 知 識 を得 る喜 び を体 験 して い る。

(7)音 楽 の 授 業 や 音 楽 活 動 にお い て、 素 晴 ら しい と思 った り、 感 動 を 味 わ った り した体 験 か

ら、 自分 の 成 長 や 、 友 達 の良 さ を知 る こ とが で き ま した か。

自分が成長したとrじた 友だちや仲間の良さを甕見した

第1学 年

第2学 年

第3学 年

zo

第1学 年

第2学 年

第3学 年

80 且oo

【考 察 】

学 年 が 上 が る に したが って、 自分 が 成 長 し、 友 だ ち の良 さ を知 る こ とが で きた と感 じ

た生 徒 が 多 くな って い る。
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3授 業研 究

【指導事例1】 題材名 「合 唱曲の特色 をっかみ、表現 の工夫を しよう」 (第1学 年)

1題 材 設 定 の理 由

生 徒 に 「音 」 の イ メー ジに つ い て ア ンケ ー トを実 施 した と こ ろ、 日常 の 会 話 の 中 か ら 「あ

りが と う」 「ごめん な さ い」 な ど、 な に げな い 「こ とば」 を イ メ ー ジす る と い う回 答 が み ら

れ た。

そ こで、 「こ とば」 を音 素 材 と と らえ 、 音 楽 的 に深 ま りの あ る表 現 の 工 夫 を 行 わ せ た い と

考 え た。 この学 習 活 動 を通 して、 生 徒 が音 と人 との かか わ りを感 じ取 りなが ら、 互 いを 認 め

高 め あ い 、 豊 か な人 間性 を は ぐ くむ こ とが で きる こ とを ね らい と して 本 題 材 を設 定 した 。

2研 究 主 題 との 関連

(1)音 と人 との か か わ りを感 じる場 面 の設 定

「こ とば」 を音 素 材 と と らえ、 「あ りが と う」 「ごめ ん な さ い」 な ど の 「こ とば」 を 使 う

時 の 気 持 ちを 探 りな が ら、音 と人 との か か わ りを感 じられ る場 面 を設 定 す る。

② 基 礎 的 な表 現 の技 能 を 身 につ け るた め の支 援

音 楽 的 な表 現 の工 夫 を 行 うた あ、 発 想 を示 す用 語 や記 号 な ど の基 礎 的 な 知 識 の理 解 や 、

合 唱 にあ っ た発 声 な どの 習 得 が必 要 で あ る こ とを実 感 で きる よ う助 言 す る。

(3)他 を 思 いや り互 いを 認 め あ う雰 囲 気 づ くり

グル ー プで 活動 す る学 習形 態 によ り、 生 徒 一 人 一 人 の個 性 的 で柔 軟 な発 想 を 引 き出 せ る

よ うにす る。 また 、 グ ル ープ の代 表 に よ る発 表 の場 面 で は、 発 表 に基 づ き相 互 に試 す 、 考

え る、 工 夫 す る と い う過 程 で互 い を 認 め高 め あ え る雰 囲気 づ く りが で きる よ うにす る。

(4)美 しい もの に対 して 素 直 に感動 す る心 の育 成

「あ りが と う」 「ごめ ん な さ い」 な ど の 「こと ば」 は、 人 の 心 に ゆ さぶ り を か け る。 こ

の な に げ な い 「こ とば 」 の 美 しさを 感 じ取 り、 表現 の工 夫 を して い くなか で、 感 性 を は ぐ

くむ 。

3指 導 目標

(1)楽 曲 の もっ 特 色 や 作 詞 者 の メ ッセ ー ジを感 じ取 らせ る。

(2)日 常 の な に げな い 「こ とば」 と歌 詞 や旋 律 の か か わ りに気 づ か せ 表 現 の 工 夫 を させ る。

(3)互 いを 認 め高 め あえ る雰 囲 気 を っ く らせ、 音 楽 を表 現 す る楽 し さを味 わ わせ る。

4指 導 計 画(5時 間)

第1次(1時 間)

① 日常 の な に げな い 「こ とば」 を 使 って い る合 唱 曲 の鑑 賞 を させ る。

② 表 現 の工 夫 を 行 う た め、 グル ー プ活動 の課 題 を 考 え させ る。

第2次(1時 間)

① 合 唱 曲 「虹 色 の 鐘 」 の音 程 や リズ ム に気 を っ けな が ら歌 詞 唱 を させ る。

② 「こ と ば」 と歌 詞 と のか か わ り にっ いて考 え る グル ープ と、表現 方 法 を工 夫 す る グル ー

プ を 自 由 に選 択 させ 、 歌 詞 の 内 容 を理 解 させ た り、 曲想 の 変化 な どの表 現 を工 夫 させ た

りす る。
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第3次(3時 間)

① 各 グ ル ー プ の発 表 に基 づ き、 互 い を認 め高 め あ い なが ら表 現 の工 夫 を させ る。

② 「こと ば」 と歌 詞 や旋 律 とのか か わ り、 作 詞 者 の メ ッセ ー ジを感 じ取 らせ 、 合 唱 の ま

とめ を させ る。

5評 価 計 画

第1次

① 合 唱 曲 を鑑 賞 し、 特 色 を感 じ取 る こ とが で きる。

② グル ー プ ご との学 習 課 題 を考 え る こ とが で きる。

第2次

① 音 程 や リズ ム に気 を っ けな が ら歌 詞 唱 が で き る。

② グル ー プ ご とに歌 詞 の 内容 を理 解 した り、 曲想 の変 化 な どの 表現 を工 夫 した りす る こ

とが で き る。

第3次

① 各 グル ープ の発 表 に っ い て表 現 方 法 を工 夫 し、互 い を認 め 高 め あ う こ とが で き る。

② 「こ とば」 と歌 詞 や 旋律 との か か わ り、 作詞 者 の メ ッセ ー ジ を感 じ取 れ る。

6学 習 指 導 の展 開(第3次 第1時 の展 開)

指導内容

○発声練習

○前時までの

まとめ

○本時のねら

いの確認

○課題別のグ

ループ活動

学 習 活 動

○ ウォー ミングア ップをす る。

○ 「夢の世 界を」 を合唱す る。

○ 「虹色の鐘」を合唱す る。

群/魂 鱗
噸/_、

評 価 の 展 開

◆自主的に行えたか。

◆前時までの学習を生か

して歌えたか。

巖轍 燃聯〆 ゲ 〆 『"

鯛 繋

指導上の留意点

副

磯

.

醤叢
が

○ 自主的に行 えるよう、

助言す る。

○ 「虹色 の鐘」 よ りテーマ となる

「ことば」 を選 び、 代 表者 が提

示 す る。

○ グループ ごとに、 「あ りが とう」

「ごめんな さい」 の 「ことば」

が使 われてい る部分 について話

一11一

論
ゴ

?
亀

。頑

○テ ーマ となる 「こと

ば」 を書かせ、提示

す る。



Ψ
軋鋳

しあ う。

グループ①歌詞 の内容 や作詞者 の

メッセー ジを考 え る。

グループ② テーマとなる 「ことば」

が使 われてい る部分 の

歌 い方 や、伴奏 の弾 き

方 を工夫 す る。

一 蕗
響L

.
。、

◆曲の特色を感 じ取 り表

現の工夫をしていたか。

◆互 いを認 めあえる雰囲

気 であ ったか。

喩

孟

y

鑓
碧郵

鍵

鴛

鳳
髪

鷲

○曲 の内容 にっ いて考

え た ことや表現 を工

夫 した ことを画用紙

にまとめさせ る。

○互 いを認 めあえ るよ

う助言す る。

0各 グループ

の発表

○発表に基づ

いた合唱

■互 いに認 めあ う雰囲気 で活動 してい るか、 その様子 を観察す る。

■ テーマ とな る 「ことば」 と歌詞 や旋律 とのかか わ り、表現 の工夫、作詞者

の メ ッセー ジについて、 グループ活動 を観察す る。

○各 グループの代表者 が、話 しあ

いのま とめを発表 す る。

○発表を生かし、全員で合唱する。

◆それぞれの発表を理解

し、互いを認め高めあ

える雰囲気づ くりがで

きたか。

◆音楽的な表現の工夫を

深められたか。

○発表 の不十分 な とこ

ろを助言 し、理解 さ

せ るよ うにす る。

○作詞者か らの手紙 を

読 み、曲想 のイメー

ジをふ くらませ るよ

う助言す る。
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○ ま とめ

■他 のグループの意見 を取 り入れなが ら表現の工夫を して いるか、 また、互

いを認 め高 めあえ る雰囲気で活動 して いるか、 その様 子を観 察す る。

撃

∵ ・ザ 瀞も嚢

㌻ ♪・簗 ㌻ 入潔

嘘

○ ま とめの合唱 をす る。

○ グループの代表者 が歌詞 の中か

ら選 ん だ次 時 の テ ー マ とな る

「ことば」 を発表す る。

◆考えたことを生か して、

積極的に活動 できたか。

○本時の学習を次時に

生かせるように助言

する。

7指 導 と評 価 の考 察

本 題 材 で扱 った合 唱 曲 は、 日常 会 話 の な に げ な い 「こ とば」 が歌 詞 に多 く出 て く る た め、

「こ とば 」 を 身近 な 音 素 材 の一 つ と と らえ る生 徒 の 考 え にあ っ た教 材 で あ る。

「こ とば」 が 、 ど の よ うに歌 詞 の 内容 や旋 律 とか か わ り、 音 や人 とか か わ って い る か な ど

を理 解 す る こ とに よ り、 合 唱 曲 の雰 囲 気 を感 じ取 る こ とが で き る。

ま た、 生 徒 の感 性 に ゆ さぶ りを か け、 「こ とば 」 か ら受 け る イ メ ー ジを ふ く ら ま せ 、 音 楽

の諸 要 素 の働 きを感 じ取 りなが ら、 表 現 の工 夫 を す る こ とで、 音 楽 的 に深 ま りの あ る活 動 へ

発 展 して い る。

課 題 別 グル ー プ活 動 に よ る学 習 形 態 は、 生 徒 自 らの興 味 や 関心 に応 じて、 グル ー プ を選 択

す るた め、 主 体 的 な学 習 態 度 が 身 に っ く と と もに、 生 徒 一 人一 人 の個 性 的 で 柔軟 な意 見交 換

の場 面 を設 定 が で き る。 特 に、 グル ー プ相 互 の発 表 に お い て は、 互 い を認 め高 め あ う雰 囲気

を っ く りあ げ る こ とで、 よ り音 楽 的 で豊 か な表 現 の工 夫 に結 び っ け る こ とが で き る。

そ して、 さ らな る課 題 を生 徒 自 ら考 え る こ とに よ り、 学 習 へ の意 欲 が 高 ま り、 合 唱 へ の 豊

か な 表現 を工 夫 す る態度 が養 わ れ て くる。

評 価 につ い て は、 生 徒一 人一 人 が積 極 的 に学 習 に参 加 し、 グル ー プ相 互 の 発 表 を認 め あ い

な が ら、 音 楽 的 に 高 め られ る過 程 を観 察 し評 価 す る こ とが 大 切 で あ る。 個 々 の生 徒 の 内面 の

変 化 に つ いて は、 自己評 価 カー ドや観 察 記 録 を通 して、 学 習 が次 時 に生 か せ る よ う適 切 な 助

言 に 留 意 して い く。
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【指導事例II】 題材名 「箏の魅力 を感 じよ う」 (第2学 年)

1題 材 設 定 の 理 由

生 徒 は、 日常 の生 活 の 中 で 日本 の伝 統 音 楽 にふ れ る機 会 が 少 な い。 そ こで 、 音 楽 科 の授 業

を通 して、 そ れ にふ れ させ た い と考 え た。 日本 の伝 統 音 楽 に は、 我 が 国 の文 化 を背 景 と した

様 々な 特徴 が あ る。 箏 を 実 際 に演 奏 す る こ とを通 して、 楽 器 の特 徴 や 魅 力 を感 じ取 らせ 、 日

本 の 伝 統音 楽 に対 す る理 解 を深 め させ る と と もに、 我 が国 の伝 統 的 な音 楽 文 化 を尊 重 す る態

度 を 身 にっ け させ る こ とを ね らい と して、 本 題 材 を設 定 した。

2研 究 主題 との 関連

(1)音 と人 との か か わ りを 感 じる場 面 の設 定

箏 を 実 際 に演奏 し、 楽 器 の生 の音 を 味 わ った こ との あ る生 徒 は少 な い と思 う。 そ こで 、

一 人 一 人 が 箏 に触 れ、 互 いに学 び あ い な が ら演 奏 を体 験 す る ことで 、 よ り一 層 、 箏 の魅 力

を感 じ取 らせ る。

② 音 楽 の 諸 要素 の理 解 へ 向 けた指 導 の工 夫

日本 の 伝 統 音 楽 に は、 「音 色 」 「余 韻 」 「間(ま)」 な ど、 固 有 の特 徴 が あ る。 箏 を演 奏 を

しなが ら、 これ らの諸 要素 の理 解 を深 め、 曲 にふ さ わ しい表 現 を工 夫 させ る。

(3)基 礎 的 な 表 現 の技 能 を 身 に っ け るた め の活 動

一 人 一 面 ず っ の箏 を 用 いて、 練 習 な どの活 動 が深 ま るよ うに す る。 楽 器 の基 本 的 な奏 法

な ど は、 二 人 組 で確 認 しあ い な が ら進 め る。

(4)他 を 思 いや り互 い を 認 め あ う雰 囲気 づ くり

二 人 組 や 小 グル ープ の学 習 形 態 に よ り、 互 い に相 談 しあ い、 教 え あ うよ うな場 や互 い の

発 表 を 聴 き あ い、 そ れ ぞ れ の よ さを認 め あ う場 を っ く る。

(5)美 しい もの に対 して 素 直 に感 動 す る心 の育 成

箏 の 音 色 は、 美 しい 余韻 と心 の安 ら ぎを感 じさせ る。 鑑 賞 す る だ け で な く、 自 ら楽 器 を

演 奏 す る こ と に よ り、 美 しい もの に対 して、 さ らに感 動 す る心 を は ぐ くむ。

さ くらさくら
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直
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3指 導 目標

(1)箏 の魅力 を感 じ取 らせ、箏 の音楽 に興味や関心 を もたせ る。

(2)箏 の奏法 の特徴を理解 させ、楽器特有 の表現方法 を身 につ けさせ る。

(3)二 人組や小 グル ープによる学習を通 して、主体的 な学習態度 を養 う。

4指 導計画(5時 間)

第1次(2時 間)

① 箏の歴史や各部の名称 などを理解 させ、親 しみ を もたせ る。

② 姿勢、調弦(平 調子)、 爪 の使 い方 な どにっいて理解 させ る。

第2次(3時 間)

O

ア

イ

②

③

「さ くらさ くら」 の演奏

演奏 を通 して、箏 の表現 の豊か さを味わわせ る。

8拍 間 の前奏を即興的 に表現 させ、演奏効果 の工夫 をさせ る。

「荒城 の月」 の演奏 を通 して、押 し手 の奏法 を理解 させ る。

「六段 の調べ」(初 段 の冒頭)の 演奏 を通 して、押 し手 や引 き色の奏法など、箏 の様 々

な表現方法 の特徴を理解 させ る。

④ 二人組や小 グル ープで の練習 と発表 を繰 り返 し、意欲的 に活動 に取 り組 ませ る。

5評 価計画(規 準)

第1次

① 箏 に対 して、興味や関心 を もって取 り組む ことがで きる。

② 箏の音色の美 しさを感 じ取 ることがで きる。

③ 調弦や爪 の使 い方 を理解で きる。

第2次

① 創意工夫 して箏の演奏表現 を工夫で きる。

② 様々 な箏 の奏法の特徴 を理解で きる。

③ 主体的 に音楽活動 に取 り組 める。

6学 習指導の展開(第2次 第1時 の展開)

指導内容 学 習 活 動 評 価 の 展 開 指導上の留意点

○調弦確認 ○調弦の確認をする。 ◆正 しい調弦を確認で き ○事前に調弦をしてお

たか 。 く 。

○ 「さ くらさ ①模範演奏を聴 く。 ○爪の当て方や座 り方

くら」の演 など も確認す る。

奏 ②一人で練習す る。 ◆意欲的に取 り組んでい

たか 。

③二人組で確認する。 ○互 いにア ドバ イスで

きるよ うにさせ る。

④全員で演奏する。
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○ 「さ くらさ

くら」の前

奏づ くり

講
声

㍗
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多

磁 讐 、

㍉ 等
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悔

魅

犠へ

忠

轡
郭

蟹げ

薮

/

隔

.

■姿勢や爪の角度などが正 しくできているか、その様子を観察する。

⑤ グループ ごとに演奏す る。

⑥全員 で演奏 する。

○ 「さ くらさ くら」 のイメー ジに

あ った8拍 間の前奏 を即興的 に

表現 す る。

①範 例 と説 明を聴 く。

②一 人で考 え、表現 す る。

③二人組で聴きあう。

◆他 のグループのよさを

発見で きたか。

◆意欲的に取 り組んでい

たか。

◆相手の演奏を注意深 く

聴 けたか。

○ 自分の演奏 と比較 し

なが ら聴 くよ うにさ

せ る。

○平調子 の調弦 による

音 の組 み合わせ の前

奏づ くりを意識 させ

る。

○ イメー ジの もてない

生徒 には、 い くっか

の例 を示 し、参考 に

させ る。

○互 いにア ドバイスで

きるよ うに させ る。
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■創意工夫をして取 り組んでいるか、その様子を観察する。

④数人の発表を聴 く。 ◆それぞれの工夫を認め ○工夫されている部分

あ うことがで きたか。 を ほ め る。

○ まとめ ○全員で 「さ くらさ くら」 を演奏 ○本時のまとめの合奏

す る。 である ことを意識 さ

せ る。

7指 導 と評 価 の考 察

本 題 材 に お いて は、 第1次 で 箏 へ の知 識 や 理 解 を深 め なが ら興 味 を もたせ る よ うに し、 第

2次 で 曲 の演 奏 を通 しなが ら、 奏 法 や 表 現 方 法 の向 上 を 目指 す 指 導 計 画 を立 て た。

そ して 、 生 徒 一 人 一 人 が 箏 を一 面 ず っ 用 い る こと に よ り、 楽 器 に触 れ る時 間 を で き るだ け

多 くと る よ うに配 慮 した た め、 意 欲 的 に箏 の演 奏 に取 り組 ん で いた。 また、 二人組 や小 グルー

プ に よ る学 習 形 態 は、 自分 の意 見 を発 表 しやす く、 助 け あ い なが ら学 ぶ こ とが で きた。

特 に、 二 人 組 に よ る 「さ く らさ く ら」 の前 奏 づ く りで は、 演 奏 を身 近 に感 じ、 明 るい雰 囲

気 の中 で 学 習 す る こ とが で き、 盛 り上 が った授 業 展 開 とな った。 小 グル ー プ の活 動 で は、 練

習 した曲 を発 表 しあ い、 互 い の演 奏 を聴 き、 比 較 聴 取 す る こ とに よ り、 そ れ ぞ れ の よ さを認

め あ え る よ うな活 動 が で き た。

評 価 に関 して は、 姿 勢 や奏 法 な ど、 身 につ け るべ き基 礎 的 ・基 本 的 な 内容 が定 着 して い る

か を活 動 の様 子 か ら観 察 し、 確 認 す る こ とが で きた。 ま た、 箏 の魅 力 を感 じ る こ とが で きた

か にっ いて は、 意 見 発 表 や感 想 文 の 内容 に よ り評 価 した。

即 興 的 につ く った 「さ くら さ く ら」 の 前 奏
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【指導事例 皿】 題材名 「和音の響 きとつなが りについて考 え よう」(第2学 年選択音楽)

1題 材 設 定 の理 由

日 ごろ聴 い て い る合 唱 曲 な ど の構 成 は、 音 色 、 リズ ム、 旋 律 、和 声 、 形 式 な どの音 楽 の諸

要 素 の働 きが、 有 機 的 に結 びつ く こ とに よ って 成 り立 って い る。 ところが生徒 は、 自分 が歌 っ

て い る旋 律 が、 和 音 進 行 に よ って支 え られて い る とい う こと に は なか な か 気 づ か な い。

そ こで、 今 回 は、 和 声 に焦 点 を 当 て、 音 楽 の流 れ の 中で 和 音 の響 きの 連 続 に よ って 引 き起

こ され る緊 張 感 や安 定感 、 響 きの変 化 に よ って生 ま れ る心 の動 きな ど にっ いて 考 え る こ とを

ね らい と して 、題 材 を設 定 した。

2研 究 主 題 との 関連

(1)音 と人 と のか か わ りを 感 じる場面 の設 定

和 音 の響 きを 深 く感 じ、 イ メ ー ジを音 楽 表 現 に生 か す た め の基 礎 と して、1→IV→]1→

V,→1の 和 音 進 行 に あ った旋 律 を つ く り、 ア ・カ ペ ラで 合 唱 させ る。4パ ー トに よ る和

音 の響 き を表 現 しなが ら、 各 和 音 の響 きの移 り変 わ りを感 じ取 らせ る。

② 音 楽 の諸 要 素 の理 解 へ 向 け た指 導 の工 夫

各 和 音 の響 きを意 識 して聴 き、 自分 な りの イ メ ー ジを も ち、 様 々 な色 で表 現 す る。 そ し

て、 一 っ一 っ の和 音 の響 き と和 音 が 連 続 して い る場 合 の 響 き とを 比較 して、 感 じ取 らせ た

い。 な お、 主 和 音 とそ れ以 外 の和 音 の響 きの違 い を際 立 たせ る た め、 デ ィ ミニ ッシ ュ コ ー

ドも使 用 す る。 ま た、 音 楽 に対 す る イ メ ー ジを深 め る た め の要 素 と して 、 旋 律 を和音 が 支

え て い る こ とに気 づ か せ る。

(3)他 を 思 いや り互 い を認 め あ う雰 囲気 づ く り

オル ガ ンを 弾 く生 徒 、 ワ ー ク シー トに記 入 す る生 徒 、 和 音 の組 合 せ を考 え る生 徒 な ど、

役 割 を分 担 して 、互 い に助 けあ い 協 力 して グル ー プ学 習 を行 う。

(4)美 しい もの に対 して 素 直 に感動 す る心 の育 成

曲 想 の美 しさ、 音 楽 の もっ 雰 囲 気 や 豊 か さの 感 じ取 り方 は、 一 人 一 人 異 な るが、 様 々 な

和 音 の響 き に気 づ か せ る ことで 、 感 性 を 豊 か に し、 興 味 や 関心 を もた せ るよ うに す る。

3指 導 目標

(1)和 音 の もっ イ メ ー ジを描 画 で 表 現 させ 、 興 味 や 関 心 を もた せ る。

② 緊張 した和 音 や安 定 した和 音 な ど、 和 音 の響 き の変 化 を 感 じ取 らせ る。

(3)和 音 進 行 に は、 機 能 的 な働 きが あ る こ とに気 づ か せ る。

4指 導計 画(5時 間)

第1次(1時 間)

① 和 音 の 成 り立 ち に っ い て知 り、 個 々 の和 音 の響 きの特 徴 に気 づ か せ る。

② 第3次 で 聴 く ピア ノ曲 で使 わ れ る和 音(A、Bm、E,、G#dim,な ど12種 類)の 響 き

を聴 いて 、 感 じ取 った こ とを色 彩 や形 で表 し、 響 きに対 す る イ メ ー ジを ふ く ら ませ る。

第2次(1時 間)

① 第1次 で 聴 い た和 音 の中 か ら好 きな和 音 を4個 選 び、 順 番 を決 め て表 現 す る こ とに よ

り、 和 音 の響 きの移 り変 わ りを 感 じ取 らせ る。
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② アニメー シ ョンによ る対照的 な二つ の場面 を音声 を消 して鑑賞 し、 それ ぞれ にふ さわ

しい響 きのす る和音 を選 び出させ る。

③ 緊張 した場面 や安定 した場面 にふ さわ しい響 きのす る和音が ある ことを知 り、響 きの

違 いを感 じ取 らせ る。

第3次(3時 間)

① 緊張感 のあ る和音 か ら安定 した和音 へ進行す る ことで、開放感 を感 じ取 らせ る。

②V,→1が 繰 り返 され る曲やV,→1にIVとIIが 加 わ った曲を聴取 し、和音進行 にふ さ

わ しい と感 じた色彩 で表現 させた り、和音進行 を人形 の動 きで表現 させた りす る。

③ シ ョパ ンの ピア ノ曲の和音進行 と第2次 で生徒 がっ くった和音 の連続 を比較 し、和音

の響 きか ら受 ける雰 囲気 の違 いについて考 え させ る。

④1→IV→II→V,→1の 和音進行 にあ った旋律 をっ くらせ、

和音 の連 続の中での響 きを感 じ取 りなが ら合 唱 させ る。

5評 価計画(規 準)Bdim7

第1次

① 様 々 な 和 音 の響 き に興 味 や 関心 を もっ こ とが で き る。

② 和音 に対 す る理 解 を 深 め 特 徴 を 感 じ取 る こ とが で き る。

第2次

① 協 力 して 、 グル ー プ学 習 に取 り組 む ことが で き る。

② それ ぞ れ の和 音 の 響 き の違 い を感 じ取 る ことが で き る。

第3次

① 和 音 進 行 の変 化 を感 じ取 り、 聴 き分 け る ことが で きる。

② 和 音 進 行 の美 しさ に気 づ き、 よ さ を味 わ う こ とが で きる。

③ 意 欲 的 に学 習 に取 り組 み、 発 表 す る こ とが で きる。

第4次

① 機能 和声 にあ った旋 律 をつ くる ことが で き、合唱表 現 で きる。

6学 習 指 導 の展 開(第3次 第1時 の展 開)

一上記の和音の響きを色や形で表した生徒画 一

奥

v
,c

濃

指導内容

0和 音の聴取

○和音進行の

様々な工夫

学 習 活 動

○ ワー クシー トを見なが ら12種 類

の和音 の響 きを聴 く。

○ オルガ ンで12種 類 の和 音を演 奏

し、 その中か ら4個 の和音 を各

グループで選 ぶ。

評 価 の 展 開

◆ 真剣 に聴 いていたか。

◆ 協力 して、 グル ープ学

習を して いたか。

指導上の留意点

○遅 い速 度で ピアノを

演奏す る。

圏 一人一 人が、 和音の響 きの特徴を感 じ取 っているか、また、グルー

プで協 力 して、意欲的 に学 習活動を行 って いるか を観察す る。

○各 グル ープで和 音の連続を考え

る。

◆ グループで話 しあいを

進 めて いたか。
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○和音の響き

の把握

○構成和音の

比較

○各 グループで考 えた和音 の連続

を発表す る。

○各 グル ープの発 表の印象 をカ ー

ドに記入 す る。

○緊張感の ある場 面 と安 定感 のあ

る場面の映像を鑑賞す る。

OA、Bm、E7、G#dim7な ど12

種類の和 音の中か ら、 二っの場

面 にふ さわ しい和音を考え る。

○ グループごとに発表す る。 いたか。

・ 冨"^ボ 鰺 贈 一 艶 響
讐 ポ 鼎 露ζ 気

1ゼ 》
編

も り㌦
鳳 偏 薫

おゴ ぱ 　ヨ ロ

欝_O

壽 養

へ 灘,繋 警
肇

1

◆ グループの発表が、堂々

とで きたか。

◆積極 的に記入 していた

か。

◆ グループで響 きを確認

していたか。

◆各 自が しっか り考 えて

○各 グループの場所で

発表 させ る。

○音声 を消 した映像 を

見せ、二っ の場面で

は、一時停止を して、

しっか り見せ る。

○発表内容を板書 する。

○ ピアノで和音 を演奏

し、確認 す る。

■緊張感のある和音、安定感のある和音の響 きの違いを感 じ取れて

いるか、発表の内容を評価する。

○主和音の響きとそれ以外の和音

の響きをオルガンで演奏 し比較

する。

○主要三和音について確認する。

◆和音 にっ いての理解 を

深めることができたか。

〇五線黒板や鍵盤図で

説明する。

7指 導 と評 価 の考 察

本 題 材 で は、 響 きに対 す る イ メ ー ジを 深 め るた め 、 色 彩 や動 きな どの視 覚 的 な要 素 を取 り

入 れ、 わか りやす く表 現 す る こと を 目指 した。 そ の 結 果 、 音 楽 の 苦 手 な生 徒 が 、 音 に対 す る

イ メ ー ジを具 体 的 に もち始 めて い る。 そ して 、 一 っ の 旋 律 が和 音 の 響 き に支 え られ、 豊 か に

表 現 さ れ て い る こ とを感 じ取 れ る よ うに な って きて い る。

グル ー プ学 習 で は、 リー ダ ー に な っ た生 徒 が 、 他 の 生 徒 を 援助 し協 力 しあ え る雰 囲 気 を っ

く り出す こ とで、 主 体 的 な学 習 活 動 が 行 え る よ うにな っ た。

評 価 につ い て は、 和 音 の響 きを色 彩 や 人 形 の 動 きで 表 現 して い る様 子 か ら、 和 音 に対 す る

感 じ方 を評 価 す る こ とが で き た。 ま た、 和 声 の 知 識 や 理 解 に基 づ いて 旋 律 を創 作 した り、 合

唱 で表 現 した り した こと は、 表 現 へ の 意 欲 を深 め るた め に効 果 的 で あ っ た。
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【指導事例IV】 題材名 「合唱の素晴 らしさを探 り、感動 を伝 えよ う」 (第2学 年)

1題 材 設 定 の理 由

本 部 会 の調 査研 究 に よ る と、 音 楽 の授 業 で は、 合 唱活 動 を楽 しい と感 じ る生 徒 が 多 い とい

う結 果 が 出 て い る。 合 唱 を通 して、 音 と人 とのか かわ りや、歌 詞が音 楽 にどの よ うにかか わ っ

て い るの か を考 え な が ら音 楽 活 動 を す る こ とは、 表 現 す る意 欲 を高 め る こ とに な る。

本 題 材 で は、 グル ープ に分 か れ て 強弱 記 号 や速 度 記 号 を楽 譜 に新 た に書 き加 え た り、 独 自

の発 想 を示 す用 語 を作 り出 した り して、 表 現 の工 夫 をす る学 習 活 動 を行 う。

この よ うな学 習 活 動 を通 して、 合 唱 の基 礎 的 な表 現 の能 力 を高 め る こ とが で き る と と もに

美 しい もの に感 動 し、 そ れ を伝 え よ う とす る心 、 そ して 互 い を認 め あ う心 を学 ぶ こ とが で き

る と考 え る。 そ の た め、 豊 か な人 間 性 を は ぐ くむ た め の重 要 な題 材 の一 つ と して 、 本 題 材 を

設 定 した。

2研 究 主 題 と の関 連

(1)音 と人 とのか か わ りを感 じる場 面 の設 定

合 唱 表 現 を高 め て い く過 程 に は、 歌 詞 の 朗 読 、 歌 詞 唱 、 パ ー ト練 習 な ど、様 々な場 面 が

あ る。 音 と人 と のか か わ りを 感 じ取 らせ る ため に、 各 パ ー トの 役割 を 生 か しな が ら表 現 す

る こ とを意 識 させ 、 活 動 を 行 わ せ る。 また 、 歌 詞 の 内 容 や 楽 曲 の美 しさを通 して 、 人 に感

動 を伝 え る た め に は、 どの よ う な表 現 を す れ ば よい か を 工 夫 させ る。

(2)音 楽 の諸 要 素 の理 解 へ 向 け た指 導 の工 夫

音 色 、 リズ ム、 旋 律 、 和 声 な どの音 楽 の諸 要 素 と強 弱記 号 、 速 度 記 号 や発 想 を示 す 用語

に よ って 、 曲 想 に変 化 が与 え られ、 楽 曲 の特 徴 や素 晴 ら し さを表 現 す るた め に、 大切 な役

割 を果 た して い る こ と に気 づ か せ る。 ま た、 生 徒 自 らが そ の よ うな記 号 や用 語 を新 た に加

え る こと に よ り、 自分 た ち の表 現 を す るた め の工 夫 を させ る。

(3)基 礎 的 な表 現 の技 能 を身 に っ け るた め の活 動

基 礎 的 な表 現 の技 能 を身 に っ け るた め に は、 音 楽 の諸 要 素 を理 解 し表 現 の工 夫 を しなが

ら、 くり返 し練 習 を行 う こ とが大 切 で あ る。 ま た、 生 徒 が主 体 的 に活 動 す る場 面 を多 く取

り入 れ な が ら練 習 を進 め て い く。

(4)他 を思 い や り互 い を認 め あ う雰 囲 気 づ く り

グル ー プ学 習 を取 り入 れ 、 活 動 が 深 ま る よ うに し、 発 表 の際 に は理 論 性 や 創 造 性 の あ る

発 表 が で きる よ うにす る と と もに、 他 の グ ル ー プ の発 表 に も関 心 を も た せ る よ うに す る。

この よ うな場 面 を多 くす る こ とに よ り、 互 い に認 め あえ る雰 囲 気 を っ くって い く。

⑤ 美 しい もの に対 して 素 直 に感 動 す る心 の育 成

楽 曲 にっ いて 数 多 くの こ と を学 習 す る こ と に よ り、 その 美 しさを 深 く知 る こ と に な る。

美 しさ を知 る こ とが で きれ ば、 それ が 感 動 に結 びっ く。 今 回 は谷 川 俊 太 郎作 詞 、 木 下牧 子

作 曲 の組 曲 「地 平 線 の か な たへ 」 か ら"春 に"を 教 材 と して 使 用 した 。 この 曲 は、 各 声

部 が 思 いの ま ま に表 現 しや す い フ レーズ か らで きて お り、歌 詞 は美 し く、 問 い か けの言 葉

に は様 々 な 思 いが 込 め られ て い る。 この 楽 曲 を扱 う こ と によ り、 学 習 活動 に 多様 な展 開 が

予 想 され 、 感 動 す る心 の 育 成 が で き る。
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3指 導 目標

(1)音 楽の諸要素 につ いての理解を深め、楽 曲の もっ特徴 を感 じ取 らせ る。

② 発想 を示す記号や用語 などを使 って表現の工 夫をす ることによ り、感動 を伝 える態度 を

養 う。

(3)互 いのよさを認め高 ああいなが ら、合唱表現 をつ くりあげる喜 びを味わ わせ る。

4指 導計画(7時 間)

第1次(3時 間)

①"春 に"の 歌詞 を朗読 し、 イメー ジをふ くらませる。

② 発想記号が記入 されていない楽譜 を もとに、歌詞唱を させ る。

第2次(2時 間)

① 独 自の発想記号や用語 を考え表現す るグループAと 、既 習の発想記号 を使 って表現 の

工夫 をす るグループBと に分 け、各 グループで互 いに感動 を伝 え る演奏 にす るための工

夫 をさせ る。

② グループ ごとに学習 内容 を発表 させ、演奏を録音 してお く。

第3次(2時 間)

① 前時 に録音 した演奏 とCDな どの模範演奏 とを鑑賞 し、気づいた点などを発表 させる。

② 音楽 の諸要素 の働 きを感 じ取 り、 曲想 の変化 を工夫 しなが ら合唱練 習 させ る。

③ 学級全体 で、表情豊 かに合唱表現 させ る。

5評 価計画(規 準)

第1次

① 正確 な リズ ムや音 程で表現 し、歌詞 の内容 を理解 して合唱す ることがで きる。

② 興 味や関心 を もって、合唱活動 に取 り組 む ことがで きる。

第2次

① 曲想 の変化を各 グル ープで工夫 す ることがで きる。

② 意欲を もって グル ープ活動 に取 り組 み、創造 的な学習がで きる。

第3次

① 工夫 した点を生 か して発表で き、感動 す る合 唱をす ることがで きる。

6学 習活動の展開(第2次 第1時 の展 開)

指導内容 学 習 活 動 評 価 の 展 開 指導上の留意点

○発声練習 ○腹式呼吸をする。 ◆意欲的に行えたか。 ○気持 ちよ くできるよ う

○既習曲の合唱をする。 な雰囲気 にす る。

○ グループ ○グループAは 独自の発想記号や ◆互 いに認め高めあいな ○認 め、励 ます よ うにす

活動 用語 の考え をま とめる。 グルー が ら、進 め ることがで る 。

プBは 強弱記号、速度記号などを き たか。 ○発表の仕方を確認する。

使い表現方法の考えをまとめる。

○学習の発 ○拡大 した楽譜を使い、学習結果 ◆互いの発表を認めあう 0工 夫 した点などを認め

表 を発表す る。 ことがで きたか。 るよ うな助言 をす る。
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○発表の考 ○学習 した結果にっいて、意見交 ◆一人一人が、積極的 に

察 換 をす る。 発表 し、意見を述べる

ことがで きたか。

■互 いのよさを認 め高 めあいなが ら、っ くりあげて い く喜 びを感 じ取

る ことがで きたか、意見交換の様 子を観 察す る。

○考えた用語や記号を楽譜に記入 ○楽曲の特徴を確認 させ

す る。 る 。

■音楽の諸要素にっいての理解を深め、楽曲の特徴を感 じ取 らせるこ

とがで きたか、発表 の内容 を確認 す る。

○合唱表現 ○記入 した用語や記号を生かして、 ◆曲想などの表現が工夫 ○よりよい表現になるよ

の工夫 練習をす る。 されていたか。 うに工夫 させ る。

■表現の工夫をさせることにより、歌詞に込められている思いや楽曲

の もっ美 しさを引 き出 し、感動 を伝 え る表現 を しよ うと しているか

態度を観察する。

○全体合唱 ○指揮者 と伴奏者 とともに、学級 ◆真剣な態度で合唱表現 ○人に感動を与えること

全体で合唱する。 していたか。 の素晴 らしさにふれ る。

7指 導 と評価 の考 察

本題 材 で は、 生 徒 の主 体 性 を生 か す た め に、 グ ル ー プで 表 現 の工 夫 を させ て い る。 グ ル ー

プ編 成 は、 独 自の発 想 記 号 や用 語 を考 え表 現 を工 夫 す る グ ル ー プ と既 習 の発 想 記 号 を使 って

表現 の工 夫 を す る グル ー プ と して い る。

生 徒 自 らが、 独 自 の発 想 記 号 や用 語 を加 え た り、 テ ンポや 強 弱 な ど の表 現 の工 夫 を 行 っ た

りす る こ とに よ り、 音 楽 的 な学 習 内容 とは何 か を意 識 す る ことが で きる。 こ の こ と に よ り、

音 楽 の諸 要 素 の働 きが、 楽 曲 の特 徴 や素 晴 ら しさ を引 き出す 役 割 を担 って い るこ とに気 づ き、

そ れ らが感 動 的 な演 奏 にす るた め に大 切 な もの だ とい う認 識 をす る ことが で き る。 また 、 生

徒 自 らが歌 詞 や フ レー ズ とのか か わ りを考 え 、 発 想 記 号 や 用 語 を加 え る こ と に よ り、 楽 曲 の

特 徴 を生 か した表 現 を工 夫 し、 感 動 を伝 え よ うとす る態 度 が 身 につ いて くる。

グル ー プ活 動 で は、 自分 の意 見 を し っか り発 表 で き る能 力 と他 の意 見 を 理 解 す る気 持 ちを

養 う こと に よ り、 互 い に認 め高 め あ い なが ら、 つ く りあ げ る喜 び を味 わ う こ とが で き る。

評 価 にっ いて は、 グ ル ー プ活 動 や 演 奏 発 表 の 様 子 を観 察 し、 意 欲 や 態 度 にっ いて の 評 価 を

積 み あ げて い くと と もに、 確 認 カ ー ドや 感 想 文 か ら生 徒 一 人 一 人 の 感 じ取 り方 に応 じた 助 言

が 必 要 で あ る。
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IV研 究のまとめと今後の課題

1研 究のま とめ

本年度研 究員 は、音楽 の学習 を通 して、「音 と音」 「音 と人」 「人 と人」 との関係 を見 っ め

直 し、深め ることによ り、互 いを認 め高 めあ う音楽学習 を実践す るこ とがで きる と考 え た。

そこで、 研究主題 を 「音 と人 とのか かわ りの中で、互 いを認め高めあいなが ら、豊 かな人

間性 をは ぐくむ指導 の工 夫」 と設定 し、研究 を進 めて きた。

そ して、 この研究主題 に対 す る仮説検証 のための授業研究 を様 々な領域か ら実施 し、以 下

の3点 を 「目指す生徒像 」 と して設定 した。

(1)美 しい もの に対 して 素 直 に感 動 し、 思 い や りや協 調 性 の あ る心 豊 か な生 徒。

(2)互 い の良 さ を認 め あ い、 高 め あ お う とす る生 徒 。

(3)音 楽 の諸 要 素 を 理 解 し、 明 確 な イ メー ジを も って主 体 的 に音 楽 にか か わ ろ う と

す る生 徒 。

授業研究 か ら得 られた研究 の成果 は、次の とお りで ある。

① 歌 唱の授業 につ いて

楽 曲に込 め られている言葉 の もっ意味 を理解 し、 よ り豊かな音楽 的表現 を 目指 した。

その活動 過程 におけ る生徒 同士 の話 しあいを通 して、認めあ う態度が は ぐくまれた。

② 器楽 ・創作 の授業 にっいて

生徒が、一人一面 ずっ箏 を扱 うとい う試 みで あった。基本的 な技 法 を習得 しなが ら、

前奏を即興的 に表現 す るな ど、主体 的に音楽 にか かわろ うとす る態度がみ られ た。

③ 創作 ・鑑賞の授業 について

「和音」 にテーマを絞 り、様 々な和音 の役割 やその響 きを感 じ取 って いた。音 の重 な

りの織 りなす美 しい響 きに素 直に感動 す る気持 ちが育 ちっっ ある授業で あ った。

これ らの授 業 研 究 に共 通 して 言 え る こ と は、 授 業 の 中 に必 ず他 者 と の かか わ りの場 面 が 設

定 さ れ て い た ことだ 。 その 場 面 を 通 して 、生 徒 が主 体 的 に音 楽 にか か わ って い き、 音 楽 を媒

体 と して互 い を認 め、 高 めあ う気 持 ちが は ぐ くまれ た もの と考 察 で き る。

2今 後 の課題

本研究 を通 して、生徒 の音楽的 な成長の実態を通 して、様々な指 導内容 や指導方 法が明 ら

かに された。 しか し、今後 の課題 として次 のよ うな ことが あげ られ、今後 も研究 して い く必

要 があ る。

(1)短 い期間に生徒 が主体的 な学習 を行 うことので きる、題材を工 夫す ること。

② それぞれの生徒 の特性 に応 じた、多様 な学習活動の展開 を工夫す ること。

㈲ 生徒が課題 を設定 して解決方法 や学 び方 を工夫 し、成果 を発表す る こと。
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